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１ 研究開発の目的 
ICT技術を活用して構築した高度な運転知能を持つ自動運転自動車を

用いて、市街地を含む公道で自律的に走行させる技術開発を行うことを

目的とする。また、自動運転自動車を公共交通機関が不足する高齢過疎

地域に対する地域交通の一部として活用して、地域振興を効率的に図る

技術開発を行うことを目的とする。 

 

２ 研究開発の概要 
本申請課題では、自動運転自動車の技術課題のうち最も困難かつ重要

な高精度かつ信頼性の高い自己位置推定(ハイディペンダブルローカラ

イゼーション)を行うための技術開発（ハード面の開発）を行い、市街地

を含む一般公道における自動運転の実証実験を行う。また交通シミュレ

ーションシステムを用いて、自動運転自動車を効果的に活用し地域振興

を適切に図るための検討（ソフト面の検討）を行う。 

  

３ 期待される研究開発成果及びその社会的意義 
市街地における自動運転自動車の公道走行実証実験は本取り組みが初と

なり、自動車業界や情報通信分野に大きなインパクトを与えることがで

きる。また、今後迎える日本の高齢化過疎化やそれに伴う公共交通網寸

断といった問題に対応し、地方の自立性ある社会システムを構築する上

で大きな貢献をもたらすことが期待される。
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